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データモデリングツール「

～クラウド DB「SQL Azure

株式会社システムインテグレータ（本社：さいたま市南区

テグレータ）は、データモデリングツール『

します。

新バージョンでは、マイクロソフト社のクラウドデータベース製品

により、これまでサポートしていたオンプレミス（自社運用）型のデータベースである、

DB2®、PostgreSQL、MySQL®に加え、クラウド

また、１つの製品で主要データベースへ対応したことを

（環境の移行・変更）を簡単に行える

メタ情報（構造情報）を移行先のデータベースに定義し直した上で、データ（中身）を移行する必要がありま

す。従来バージョンまでは、最初のメタ情報の移行までをサポートしていましたが、新バージョン

加えて、データ自体も簡単に移行でき

とより、オンプレミスからクラウドへの移行

ス業界の潮流に沿って幅広くご利用いただけます。

データモデリングツール「SI Object Browser ER Ver7.0」新発売

SQL Azure」対応、異種データベース移行支援など大幅に機能拡充～

株式会社システムインテグレータ（本社：さいたま市南区 代表取締役社長：梅田弘之、以下システムイン

ツール『SI Object Browser ER Ver.7.0』を 2012

新バージョンでは、マイクロソフト社のクラウドデータベース製品 SQL Azure™に対応

サポートしていたオンプレミス（自社運用）型のデータベースである、

に加え、クラウド環境のデータベースも設計可能なモデリングツールとなり

１つの製品で主要データベースへ対応したことを有効活用し、データベース製品のマイグレーション

行える機能を強化しています。通常、データベース移行

メタ情報（構造情報）を移行先のデータベースに定義し直した上で、データ（中身）を移行する必要がありま
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新バージョンでは、その他にもさまざまな機能追加・改善を行って

ある「ドメイン」の一括生成機能や、

なストレージ容量を計算する「データサイズ見積機能」にて物理データベースから初期レコード件数を設定す

る機能など、よりいっそうモデリング

設計書を取り込んで ER 図生成、旧バージョンへの下位互換

タモデリングが可能です。

■「SI Object Browser」シリーズ製品について

システムインテグレータは、ソフトウェア開発の近代化を推進し、日本のＩＴ産業の国際競争力強化を目指

しております。その目標を達成するために「

クル・プロセス（SLCP）全体をカバーする総合支援ツールとして、順次拡充しています。

「SI Object Browser」シリーズ製品は、データベース開発支援ツール「

ス設計支援ツール「SI Object Browser ER

ツール「SI Object Browser PM」から構成される、ソフトウェア開発サイクルをトータルで支援するツール群

です。「SI Object Browser」シリーズの出荷ライセンス数は、

を超えており（2011 年 12 月末日時点）、データベース関連ツールとしては

なっています。

■ 「SI Objet Browser」 シリーズ製品の販売計画

今回のバージョンアップにより、現在急拡大している

でも幅広くお使いいただけることになります。クラウド市場はますます広がると予想されており、

ージョンである『SI Object Browser 

Browser」シリーズ製品では、同年から

■ 「SI Object Browser ER」ライセンス体系及び価格
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5 クライアントライセンス
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200 クライアントライセンス
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■主な機能強化のポイント

１．新データベース対応

・マイクロソフトのクラウド RDBMS

２．データベース連携機能の強化

・テーブルデータ（INSERT 文）

・リバースエンジニアリングにて既存

・ストアドプログラム・トリガーのサポート

３．モデリング機能の強化

・ドメインの一括作成機能

・Excel 取込対応（Excel のレポート定義書から

・ドラッグ＆ドロップ操作でサブモデル間の移動が可能

・「主キー＋外部キー」のモデル表示

４．データベース見積機能の強化

・初期件数を物理データベースより自動設定が可能

・増加比率も含めて設定保存が可能

・計算方法などのコメント用にメモ欄を追加

５．その他 追加・改善機能

・下位互換性のサポート（旧バージョン形式での保存が可能）

・サブモデル間のショートカット切替を追加

・論理名/物理名のレポート出力順が指定可能

・接続先リストの並び順を変更可能
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